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１．はじめに
　中国では，1999年から大学１の入学者数が増加している。2018年におけ

る大学の入学者は790.9万人に達し，卒業生は753.3万人となっている２。こ

＊　岡山商科大学　　　Okayama Shoka University
＊＊大連外国語大学　　Dalian University of Foreign Language
１　 中国では，大学（短大も含む）は「普通本专科」と呼ばれるものの，本稿では「大学」

と表記する。
２　中国の学生数に関して，国家统计局HP（中国统计年签2019）を参照。
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のように，中国では大学の大衆化が顕著となっている。近年では，高等教

育機関３の卒業者が大幅に増加した結果，高学歴化による就職難といった

問題が発生している。経済成長や産業構造の転換による労働需要は増えて

いるものの，大学生の就業問題はより深刻化している。

　中国における大学生の就職や進路選択に関する研究は，1990年代末に「自

主的職業選択」４が導入された後，アンケート調査や聞き取り調査を中心

に進められてきた。これまでの研究は，①進路選択，②就労意識，③大学

のキャリア教育に分けることができる。まず，①進路選択に関する研究で

は，岳ら（2004）は，大学生の就職に対して，学歴や成績といったアカデミッ

クな要因が重要であることを実証している。李（2006）は，ロジット分析

から給付奨学金の取得者と地方出身者が大学院進学を志望し，家庭の所得

が高いほど留学を選択することを明らかにしている。高（2011）は，就職

難であると考える多数の大学生では，大学卒業後の進路選択としては就職

よりも進学志向が高いとしている。李（2011）は，インターネットによる

企業の採用活動が普及し，大学生の就職活動の早期化と長期化を招いてい

ると指摘している。韓（2016）は，高学歴化に伴う就職環境の悪化を背景

に，大学院進学の目的は就職を念頭に置いた進路選択であるとしている。

　次に，②就労意識に関する研究では，徐・来島（2006）は「収入と福利」

や「将来の見通し」が、中国の大学生が職業選択で重視する項目であると

している。黒木（2011）では就職意識に焦点をあてたアンケート調査を行い，

中国人留学生は仕事で最も大切なことは自分の夢のために働くことである

とし，職場の選択基準では給料の多さであることを導き出している。また，

凤・罗（2012），黄（2012），黄ら（2014）の研究では，大学生の職業的価

　　（http://www.stats.gov.cn/tjsj/ndsj/2019/indexch.htm）
３　 中国における高等教育機関とは，研究生（博士・硕士），普通本专科，成人本专科，
网络本专科が含まれる。

４　中国における就業制度の変遷については，蒋（2017）を参照。なお，従来は各省庁
や地方政府が管轄下にある大学の卒業生を管理していたものの，自主的職業選択へ移
行されたことにより，各自が自由に職業を選択できるようになった。
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値観は自己成長や社会的責任だけでなく，中国社会の伝統的価値観を重視

していることを明らかにしている。また，福澤・王（2015）は，賃金や待

遇を就職活動の際に重視される条件として挙げ，就職活動は大学関係（学

校・教師）の紹介と個人的な関係（家族や知人）の紹介を頼る場合が多い

としている。井上（2016）は，中国人留学生の就業動機について，因子分

析から自己向上や外発的動機などの要因であることを説明している。

　そして，③大学のキャリア教育５に関する研究では，2011年に大学のカ

リキュラムに導入が義務化され，その重要性は増している。しかし，九門

（2019）が指摘するように，中国におけるキャリア教育の実証研究は非常

に限定的である。張（2015）や顾（2017）では，アンケート調査とインタ

ビュー調査から大学生のキャリアプランは曖昧であり，大学生の就労意識

が企業のニーズに対応できていないことを指摘している。杨ら（2017）は，

低学年からキャリア教育を実施し，就労意識を高め，さらに就職情報を提

供していくことが重要であるとしている。九門（2019）や朴ら（2020）は，

CRS（職業キャリア・レディネス尺度）を利用したWEB調査を行い，キャ

リア教育に対する大学生の意欲は高いものの，キャリア教育と大学生の進

路選択や潜在的ニーズとの間にギャップが生じていることを明らかにして

いる。

　このように，中国における大学生の就職や進路選択に関する研究は蓄積

されてきた。しかしながら，これまでの研究では進路選択におけるキャリ

ア教育の効果は実証されておらず，さらに就労意識を内包した進路選択の

検討も行われていない。したがって，本稿の目的は，高学歴化が進む中国

の大学生を対象として，大学のキャリア教育や就労意識の動向を把握する

こと，さらに大学生の進路選択に及ぼす要因を明らかにすることである。

そこで，中国６地域の大学生に対するWEB調査で得られたデータを基に，

探索型アプローチによる実証分析を行った。

５　中国におけるキャリア教育の変遷に関して，高（2013）を参照。
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２．調査概要
　本稿では，中国６地域の大学生６を対象に，2019年10月から12月にかけ

て，WEB調査７を実施した。WEB調査は，各大学の調査協力者からSNSで

アンケート調査のリンクを調査対象者に送付し，リンク先のアンケートに

回答させる方法で行った。得られた回答数は，464件である。

　回答者の個人属性は，男性73名（15.7％），女性391名（84.3％）で，学

年８については，２年生166名（35.8％），３年生143名（30.8％），４年生

155名（33.4％）である。

　まず，調査対象学生の大学のキャリア教育に対する満足度は，表１の

とおりである。キャリア教育の満足度は，それぞれ「とても満足」61件

（13.2％），「やや満足」202件（43.6％），「ふつう」172件（37.1％），「不満」

27件（5.8％），「とても不満」１件（0.2％）であった。

表１　キャリア教育の満足度

注：無回答１件を除き，集計を行った。
　　割合は，合計（463件）で各項目を除した値である。

　参加経験のあるキャリア教育の項目を示したのが，表２である。この

項目では，「キャリア教育課程９」324件（69.8％）や「経験座談会10」202件

（58.6％）が多く挙げられている。また，「就職情報の提供」213件（45.9％），

６　 ６地域の大学は，A大学（北京市），B大学（上海市），C大学（陝西省西安市），D大学（天
津市），E大学（遼寧省大連市），F大学（広東省広州市）である。

７　 WEB調査は，九門（2019）と朴ら（2020）の調査項目を参考に作成し，「问卷网」
を用いて行った。「问卷网」は，中国のインターネット調査プラットホームである。

８　 本調査では，大学２年生以上を対象としている。なお，中国の入学時期が９月であ
ることから，調査対象から大学１年生を除外している。

９　 キャリア教育課程は，就職指導や職業生涯プランの講義などの大学が設置するキャ
リア教育関連の講義である。

10　卒業生が自らの経験（就職活動や大学院進学など）を報告する講演会である。
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「人生設計を考える講座11」196件（42.2％），「求人先の紹介」170件（36.6％），

「学生参加型講座12」157件（33.8％）も比較的多くみられた。

　これらのことから，大学のキャリア教育の満足度は，過半数以上が「満

足（やや満足を含む）」であることがみてとれ，４割弱が「ふつう」であ

ることが確認できた。キャリア教育については，大部分の大学生は肯定的

に捉えられていることがわかった。また，中国における大学のキャリア教

育では，情報提供の側面だけでなく，受動型と能動型の講座がともに行わ

れていることが確認された。

表２　参加経験のあるキャリア教育の項目（複数回答）

注： 複数回答に関して，当てはまる項目を全て選択す
る形式を採用した。

　次に，キャリア教育の開始時期について表３に示した。キャリア教育の

開始時期をみると，「大学３年」203件（43.7％），「大学１年」182件（39.2％），

「大学４年」40件（8.6％），「大学２年」39件（8.4％）であるが，キャリア

教育の希望開始時期を尋ねた結果では，「大学１年」240件（51.7％），「大

学３年」122件（26.3％），「大学２年」91件（19.6％），「大学４年」11件

（2.3％）とずれが見える。実際のキャリア教育の開始時期と希望開始時期

の関係をみると，実際の開始時期と希望開始時期が同じ時期であるという

11　キャリアプラン，性格分析，職業進路などを考える講座である。
12　様々な課題に対して，学生自らが参加する実践的な講座である。
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回答は248件（53.4％）で，実際の開始時期よりも低学年での開始を希望

すると回答したケースは，155件（33.4％）であった。

　これらのことから， 中国における大学のキャリア教育は，主に大学３年

生と１年生から開始されているが，現状の学年が適当であると考えている

回答者が過半数を占めている。しかし，過半数以上が希望開始時期を「大

学１年」と回答し，回答者の９割強が大学３年までのキャリア教育の開始

を希望していること，回答者の３割強は，キャリア教育の現状よりも低学

年での実施を望む傾向にあることが確認された。

表３　キャリア教育の開始時期

３．就労意識と進路選択
　本項では，中国における大学生の就労意識と進路選択の現状を検討する。

まずは，就職先に期待する項目を表４に示した。なお，ここでは回答者が

就職先に期待する事柄を３つ選択する形式（複数回答）を採用している。

就職先に対する期待として，「成長できる仕事であること」が257件（55.4％）

と最も多く，回答者の過半数を占めている。また，「給料が高いこと」167

件（36.0％），「海外勤務の機会」161件（34.7％），「興味のある仕事内容」

147件（31.7％），「福利厚生の充実」143件（30.8％）の４項目でも，比較

的多くの回答者が期待する項目となっている。

　このことから，就職先に対して，自己成長や興味のある仕事だけでなく，

海外勤務の機会など自分自身のステップアップを期待している。また，高
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賃金や福利厚生の充実などの待遇が重視されている。

表４　就職先に期待する項目（複数回答）

注：複数回答に関して，当てはまる項目を３つ選ぶ形式を採用した。

　次に，職業選択に及ぼす要因は，表５のとおりである。なお，職業選択

に及ぼす影響が大きい順に，第１位から第３位までの順位を付ける回答形

式（順位付け回答）を採用した。集計結果から，第１位には，「自分の興味」

307件（66.2％）と「社会的ニーズ」102件（22.0％）が上位を占めた。第

２位では，「社会的ニーズ」196件（42.2％）や「自分の興味」104件（22.4％）

が上位となっている。第３位では，「両親の意見」150件（32.3％）や「教

師の意見」86件（18.5％），「ステータス」84件（18.1％），「社会的ニーズ」

81件（17.5％）などが上位に入ることが確認された。

　また，単純集計では，「自分の興味」（95.5％）や「社会的ニーズ」（81.7％）

という回答が多い。また，「両親の意見」（57.8％）も比較的多く，３割弱

の回答者には「ステータス」（28.7％）や「教師の意見」（26.7％）といっ

た要因も挙げられている。
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表５　職業選択に及ぼす要因（順位付け回答）

注：１）合計は，順位付けられた項目を単純集計した値である。
　　２）各割合は，合計（464件）で除している。

　中国における大学生の進路選択について，表６に示した。本調査では，

希望する進路選択を，就職，起業，進学の３つとした。そして，それぞれ

の選択肢には，中国（国内）と外国を区別し，中国（国内）での就職と選

択した場合には，希望就職先も尋ねた。

　それぞれの希望する進路選択としては，「進学」242件（52.5％）と「就職」

215件（46.6％）に分かれている。進学の内訳は，「中国（国内）」147件（31.9％）

であり，「外国」95件（20.6％）であった。また，中国（国内）の就職では， 

「外資企業」120件（26.0％）が多くみられた。加えて，外国（進学と就職

を含む）を希望する回答者は，３割弱になっていることも確認された。

　これらのことから，職業選択には自分の興味や社会的ニーズといった要

因が強く影響するとともに，両親や教師の意見だけでなく，ステータスの

影響も確認された。進路選択では，進学と就職が同水準であった。進学で

は，中国（国内）を希望する学生が多いものの，外国を希望する学生も比

較的多いことがわかった。就職では，国有企業や公務員よりも外資企業を

希望する傾向が高いことが確認された。
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表６　大学生の進路選択

注：無回答３件を除き，集計を行った。

４．分析方法とデータ
　本稿では，大学生の進路選択に及ぼす要因を明らかにするため，WEB

調査で得たデータを用いて，探索型アプローチによる実証分析を行なう。

なお，分析における変数と定義は，表７のとおりである。

　潜在変数として，中国（国内）や外国に関係なく，「就職希望」である

場合には１，「進学希望」には０とした13。独立変数は，個人属性の性別と

学年に加え，キャリア教育要因（キャリア教育の満足度と参加経験のある

キャリア教育の10項目），職業選択に及ぼす要因（６項目），就職先に期待

する要因（16項目）とした。それぞれの変数について，性別は「女性」を１，「男

性」を０とした。学年は「２年」を１，「３年」を２，「４年」を３とした。

　キャリア教育要因に関して，キャリア教育の満足度は，「とても満足」

を５，「やや満足」を４，「ふつう」を３，「不満」を２，「とても不満」を

１とした。次に，参加経験のあるキャリア教育は，10項目（キャリア教育

課程，経験座談会，就職情報の提供，国内インターン機会の提供，国外イ

ンターン機会の提供，求人先の紹介，自己理解を深めるための講座，人生

設計を考える講座，社会人や卒業生との対話，学生参加型講座）について，

それぞれ「参加経験あり」を１，「なし」を０とした。

13　 サンプル数が少なく，統計的に説明することが困難なことから，起業希望（サンプ
ル数：４）は除外した。
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　職業選択に及ぼす要因として，６項目（両親の意見，自分の興味，友人

の意見，教師の意見，ステータス，社会的ニーズ）では，「最も影響する」

を１，「その他」は０とした14。

14　 職業選択に及ぼす要因について，順位付け回答で第１位の項目のみを「最も影響す
る」として扱い，それ以外の項目は「その他」としている。

表７　分析に用いた変数
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　就職先に期待する要因に関して，16項目（海外勤務の機会，成長できる

仕事であること，明確な昇進基準があること，充実した生活サポート，給

料が高いこと，福利厚生の充実，社会貢献，仕事の安定性，興味のある仕

事内容，残業が少ない・適度な休暇があること，良好な職場の対人関係，

希望する勤務地，知名度が高い企業，豊富な研修機会の提供（外国語・専

門能力），昇進スピード，勤務評価の公平性）においては，「期待する」と

回答すれば１を，その他を０とした。なお，潜在変数が２項変数であるこ

とから，ロジット・モデルを用いて分析を行なった。　

５．分析結果
　分析に用いたサンプル数は457である。モデルの推定には，統計パッケー

ジR（version 4.0.0）を用いた。なお，分析結果は，表８のとおりである。

　計測は，変数減少法を用いて，１以下のz値が表れないようになるま

で変数を減らした。推定モデルの適合性を示す擬似R２は，0.062であり，

Accuracyは61.1％であった。

　分析結果をみると，パラメータに関して，「仕事の安定性」と「明確な

昇進基準があること」は正値であり，１％で統計的に有意であった。また，

「就職情報の提供」と「福利厚生の充実」は正値で，５％で統計的に有意

であった。一方で，「学年」は負値であり，５％で統計的に有意であった。

加えて，「海外勤務の機会」，「充実した生活サポート」，「給料が高いこと」

は正値で，統計的に10％で有意であった。

　これらのことから，大学生の進路選択において，就職先に仕事の安定性

や明確な昇進基準を期待する学生ほど就職を希望する傾向が強く，福利厚

生の充実を期待するのも就職の選択にプラスの影響を及ぼすことがわかっ

た。また，学生への就職情報の提供が，就職を選択することに繋がってい

ることが統計的にもみてとれる。一方で，学年が高くなるにつれて，学生

が進学を希望する傾向が強くなることが確認された。
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表８　分析結果

注： １） ***，**，*は，それぞれ１％，５％，10％で有意
であることを示す。

　　２） 変数減少法を用いて，１以下のz値が表れないよう
になるまで変数を減らした。

６．結論
　本稿の目的は，中国の大学で行われているキャリア教育や就労意識の動

向を把握し，さらに大学生の進路選択に及ぼす要因を明らかにすることで

あった。得られた知見は，以下のとおりである。

　アンケート調査の集計結果から，中国における大学のキャリア教育では，

受動型と能動型の講座が行われていることがわかった。こうしたキャリア

教育について，大部分の大学生は肯定的に捉えていることが確認された。

また，キャリア教育の開始時期は，大学３年生から開始されるケースが最

多であるものの，過半数以上の学生は大学１年からのキャリア教育の開始

を希望しており，現状よりも早期の実施を望んでいることがみてとれた。

　次に，就職先には，自己成長ができることや興味のある仕事であること

を重視するだけでなく，海外勤務の機会など自分自身のステップアップに
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繋がる職場環境を期待していることが示された。また，高賃金や福利厚生

の充実などの待遇も重視されている。

　職業選択には，自分の興味や社会的ニーズといった要因が強く影響する

ことがわかった。両親や教師の意見だけでなく，職種のステータスも比較

的強い影響を及ぼしている。また，進路選択では，進学と就職を選択した

学生は同水準であった。進学では，中国（国内）の大学院への進学希望が

顕著であり，外国の大学院への進学希望も比較的多くみられる。一方で，

就職先では，国有企業や公務員よりも外資企業を希望する傾向が高いこと

が確認された。

　進路選択の分析結果からは，就職先に仕事の安定性や明確な昇進基準を

期待する学生ほど就職を希望する傾向が強いことがわかった。また，福利

厚生の充実を期待する学生も就職志向性が強い。加えて，大学のキャリア

教育の影響をみると，就職情報の提供が就職を選択することに繋がること

が確認された。一方で，学年が上がるにつれて，進学を希望することがみ

てとれた。

　最後に，中国のキャリア教育を対象とした研究は未だ限定的であり，多

くの課題が残されている。そこで，本稿では，探索型アプローチを基に，

大学生の進路選択とキャリア教育の関係性を数量化した。しかしながら，

個人属性などの質的データを加えておらず，より詳細な解析が必要である。

こうしたことを踏まえ，質的データの収集ならびに現地事情の把握を今後

の課題として，他稿に譲りたい。
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